
～“私は女優”の精神で～ 

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

 

キャサ
リンの

　今、大ブレイク中の「美しい歩き方」。

　デューク更家氏のお弟子さんで仙台市

在住の、さくらだ千晶先生を迎え、現在、

毎月第１・第３水曜日の10時から11時

30分まで、ふれあいプラザ２階で17名

のメンバーで活動しています。

　毎回、先生から元気エネルギーをもら

い、ストレッチや「十六茶」でおなじみ

のトルソーウォークなど、“私は女優”

の精神で、無理せず楽しく、じんわりと

いい汗をかいています。

マイ 
サークル 
「美しい歩き方」サークル 
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　ふれあいプラザ　　　022-6025 
　あしたば白石　　　　025-5095
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市民文芸  
応募方法 
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センターへ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の
併記は不可。毎月15日締め切り。 
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp） 

また、イースター（Easter）がやってきました。
イースターは、春分の日を過ぎた最初の満月の直後、金
曜日から月曜日の期間です。学校もイースターと合わせて
イースター・ブレーク（Easter Break）という２週間ぐら
いの休みがあります。オーストラリアの学校では、４つの
学期に分けて10週間学校に通い、その後２、３週間ぐらい
の休みがあります。夏休みは一番長くて２ヶ月ぐらいです。
イースターは、イエス・キリストが十字架の上ではりつ
けになって亡くなられてから３日後に復活されたことをお
祝いするお祭りです。それで、主イエスを信じるすべての
人が、罪と死から救われて神の子とされたことを喜び、教
会で感謝して祝うのが本来の行事です。しかし、クリスマ
スのように、だんだん一般化して、本来の意味がなくなっ
てきました。
商売の手段としては、イースターはまるで「チョコレー
ト祭り」です。卵やウサギやヒヨコちゃんの形にしたチョ
コレートが、この時期になるとスーパーや店にあふれます。
いろいろな味、一口から何キロもあるサイズなど、鮮やか
なアルミホイルで包んであります。卵とヒヨコちゃんは、
「復活」・「新しい始まり」の象徴だから、チョコレート

の形としてもっともですが、ウサギは、イースターとどん
な関係があるか、私も分かりません。
小学校の最後の日には、必ずイベントが開催されて、パ
レードや服装のコンテスト、先生がチョコレートをたくさ
ん校庭に隠して生徒が探しに行ったり、ウサギのスーツを
着た先生が生徒にチョコレートを配ったりします。友達の
間でも交換するので、この日は必ずチョコレート中毒にな
ったり、興奮状態になったりして、先生たちはかわいそう
です。ですから、イースターにチョコレートを禁止する学
校も増えてきました。
私は、１回だけ１キロのチョコレート卵をもらったこと
があります。外殻だけがチョコレート、中は空で高さが
45cmもありました。私はそれを見るだけで頭が痛かった
けど、チョコレートが大好きな兄と弟は、それを見たらす
ごく喜んでいました。外殻のチョコレートの厚さは、ほぼ
１cmだったから、彼らはどうやって食べるのか悩んでい
ました。結局家の２階から１階に落としていました。確か
に二人は、１ヶ月間チョコレートをおやつとデザートとし
て食べていました。でも、その後しばらくは、チョコレー
トを見たくないと言っていました。

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板  （４月１日～５月５日）

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

19頁掲載

26頁掲載

18頁掲載

20頁掲載

18頁掲載

19頁掲載

21頁掲載

大　人　　200円
高校生以下100円

武家屋敷
「旧小関家」

見学無料ホワイトキューブ9:00～ 第８回  バスケットボール
スプリングキャンプ in 白石

ホワイトキューブ
0２２－１２９０

ホワイトキューブ 4 月 1 日（木） 白石市制施行５０周年記念式典
※招待者のみ。一般の方はご入場できません。

総務課
0２２－１３３１無料

無料市内中心部白石市民春まつり 商工観光課
0２２－１３２１

 5 月 3 日（祝）

無料検断屋敷第１回春の検断屋敷まつり 小原公民館
0２９－２０３１

13:30～

白石川緑地公園
雨天時：白石第一小学校体育館 4 月11日（日） 白石市消防団春季消防演習

（一斉放水予定）
生活環境課
0２２－１３１４無料8:30～

お茶券400円碧水園10:00～
15:00 碧水園茶会 古典芸能伝承の館

0２５－７９４９
 4 月 18日（日）

入場無料
※出店希望者連絡必要いきいきプラザ8:30～

12:00 いきいきプラザ　フリーマーケット いきいきプラザ
0２２－１６３５ 4 月24日（土）

無料・材料持参
※連絡必要いきいきプラザ10:00～

11:30 

10:00～
15:00 

定期リサイクル教室
「ペットボトルで風車を作ろう」 

いきいきプラザ
0２２－１６３５ 4 月17日（土）

9:00～
17:00

9:00～
17:00

端午の節句展
※5/3 11:00～　笹巻づくり実演・試食

社会教育課
0２２－１３４３

 4 月29日（祝）
～ 5 月 5 日（祝）

 5 月1日（土）
～ 5 日（祝）

無料弥治郎こけし村9:00～
17:00

森田丈三コレクション展
ＰＡＲＴⅡ 

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

3 月16日（火）
～ 5 月24日（月）

無料白石城本丸・益岡公園白石城さくらまつり 商工観光課
0２２－１３２１

4 月上旬　　
～ 5 月 5 日（祝）

4 月 1日（木）
～ 4 日（日）

入場無料ホワイトキューブ第46回全日本こけしコンクール
第11回白石市地場産品まつり

商工観光課
0２２－１３２１

 5 月 3 日（祝）
～ 5 日（祝）




